株式会社〇〇〇〇　再生計画案
年　　月　　日
第１　企業及び事業の概要
※会社概要（会社名，本店所在地，代表者，設立，決算月日，資本金等），沿革，株主・株式の状況，役員の状況，従業員の状況，事業施設，業績の推移（損益状況，財産状況），借入金の状況等を適宜記載。
第２　窮境の状況及び原因
　１　窮境の状況
　　※現在の状況について，①財産状態（実質債務超過の有無），②正常収益力（プラスかマイナスか），③債務償還年数（現状の収益力を前提とした金融機関に対する有利子負債の債務償還年数），④過剰債務か否か（有利子負債から正常運転資金，現預金及び換金性のある有価証券を控除した要償還債務がＦＣＦの１０倍を超えるか否か）を適宜記載。
　２　窮境の原因
　　※窮境に陥った原因を，外部環境，内部環境に整理して適宜記載。
　　※スポンサー型の場合は，自助努力では再生が困難であること等を記載。
第３　再生計画の内容
　１　事業再生の意義
　※事業再生の意義（事業価値，雇用の確保等）を適宜記載。
２　再生計画の概要
　※再生計画の概要（例えば，第二会社方式）を適宜記載。
　３　スポンサー選定について
　　※スポンサー選定の経緯について適宜記載。
　４　スポンサーの概要
　　※スポンサーの概要について適宜記載。
　５　事業譲渡の内容
※事業譲渡の内容，対価の相当性等について適宜記載。
　６　今後の事業計画
　　※スポンサーによる事業計画（損益計画，ＣＦ計画等）を適宜記載。
　７　金融機関に対する弁済計画について
　　※金融機関に対する弁済計画，金融支援の内容を適宜記載。
　　※経済的合理性（清算価値保障原則）に留意。
　　※一体型の場合，保証人からの弁済についても記載。

　８　経営責任，保証責任，株主責任について
　　※経営責任（役員の退任，役員報酬の削減等），保証責任（法的整理，経営者保証に関するガイドラインによる整理等），株主責任（特別清算等）について適宜記載。

　９　今後の手続，スケジュール
　　※今後の手続（特定調停手続，事業譲渡の手続，弁済，特別清算手続等）やスケジュールを適宜記載。
添　付　資　料
１　財務調査報告書
２　不動産鑑定評価書
３　資金繰り表
４　弁済計画表
５　今後の事業計画
６　事業譲渡契約書
７　資産目録（保証人用）
以　上
書式３












